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水道メーターの検針にご協力をお願いします 

水道メーターは、使用された水の量を正確に記録し、水道料金等を計算するために大切な役割を

果たしています。正しい検針ができるように適切な管理をお願いします。 
 
次のような場合は、水道メーターの検針ができません。 

～～検針ができない例～～ 

●メーターボックスの上に物を置いている。 

●メーター付近に飼い犬を繋いでいる。 

●メーターが土に埋もれている、草に覆われている。 

●メーターの上に車を駐車している。 
 
また、家の増改築などでメーターボックスが屋内や床下になるときは、検針しやすい場所に 

移してください。（費用は自己負担になります。）                         
正確かつスムーズな検針ができるようにご協力をお願いします。 

～漏水しているかも･･･と思ったら～ 
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適切に管理された 
メーターボックス 

■まずは、自分で調べて見ましょう 

【調べ方】 

1. 家の中の蛇口をすべて閉めます。 

2. 水道メーターのフタを開け、パイロットを確認してください。 

水道メーター 

ボックス 

パイロット 

水道を使用していない状態でパイロットが回っている場合は、

漏水の疑いがあります。 

漏水をそのまま放置すると適正な水道料金（下水道使用料を含

む）が算定できません。 

日向市が指定する給水装置工事事業者、または日向管工事協同

組合（0982-52-2556）に修理を依頼しましょう。 

※日向市が指定する給水装置工事事業者は、市のホームページ

でご確認ください。 

■パイロットが回っていたら･･･ 


